
【感染症発生動向調査事業から】
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新型コロナウイルス感染症発生状況

令和5年

今、何の病気が流行しているか！

第３２週報告数第１位 海外の感染症の流行状況に御注意を～麻しん・デング熱～

今年の夏は、過去３年間と比較して海外旅行をされる方が大幅に増加してい

ます。海外では、国内で普段みられない感染症が流行していることもあり、渡

航先によっては注意が必要です。また、新型コロナウイルス感染症対策等の影

響を受けて一時的に報告数が減少していた感染症も、一部の国や地域では再び

増加しています。特に、麻しんはアフリカ、中東及び東南アジアで、デング熱

は中南米及び東南アジアで多数の報告があり、大きな流行もみられています。

麻しんやデング熱は発熱や発しんを特徴とする疾患ですので、概ね２週間以

内に流行地に滞在歴があり、疑わしい症状がみられた際には、すぐに医療機関

を受診しましょう。また、受診される場合は、医療機関へ事前に連絡の上、症

状だけでなく旅行先や旅行期間も必ず伝えるようにしましょう。 

令和５年８月７日（月）～令和５年８月１３日（日）〔令和５年第３２週〕の感染症発生状況 

第３２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）新型コロナウイルス感染症 ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は１１．５６人と前週（１２．８０人）から横ばいでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．７０人と前週（３．１９人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は１．６７人と前週（２．３８人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。

第３２週報告数第３位

第３２週報告数第２位

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和５年８月１５日作成（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

令和5年８月時点の欧州疾病対策予防センター（ＥＣＤＣ）ホームページデータから作成 

世界におけるデング熱の国別届出数（人口１０万人対）
－２０２２年７月～２０２３年６月－ 

0.001～0.009件

0.01～0.99件

1.0～9.99件 

10～99件 

100件以上 

届出なし 

令和５年８月時点の世界保健機関（ＷＨＯ）ホームページデータから作成 

世界における麻しんの国別り患数（人口１００万人対）
－２０２２年７月～２０２３年６月－ 

1件以下 
1件以上10件未満
10件以上20件未満
20件以上50件未満
50件以上 
データなし 
不明 


